
製造業の製造管理システムの老朽化更新事例
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１０年以上前に導入したシステムを更新したいが、

①導入から時間が経過した結果、システムを知る担当者がいなくなった。

②何度か改造を行っているが、改造時にドキュメントの修正を行っていないので、

最新の状況がわからない。等

の理由から、メーカーに何を作ってくれと言ったらいいのかわからない？

曖昧なままで依頼すると、見積金額が高い。

もっと、安価に更新したい。

当 社 の ア プ ロ ー チ

神戸製鋼グループ

お 客 様 の 問 題 点

（１）設計ドキュメントの復元
既設システム資産として下記が残っていました。
・製作時の設計ドキュメントが一部あり（導入当時の資料）
・プログラムソース

プログラムソースの解読により、製作時の設計ドキュメントを最新版に訂正、
もしくは、新たに設計ドキュメントを作成しました。

プログラムソースから復元不可能なものは、システムが出力する結果の検
証やお客様のシステム利用者様からのヒアリングにより、作成しました。
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更新対象

システム

上位システム
(生産管理)

下位制御装置
(ＰＬＣ)

設 備

プロセス入出力
装置(PI/O)

上位システム間のLAN回線上
にアナライザを設置し、やり取
り内容を採取。解析により通
信フォーマットを作成

システムに直接入力さ
れる信号の不明点は、
以下の方法で調査。
①設備側のドキュメント
調査
②導通テスト

下位制御装置間の電話回線
にラインモニタを設置し、通信
方式を調査。加えて、やり取り
内容を採取。解析により通信
フォーマットを作成

(ｱﾅﾗｲｻﾞ)

(ﾗｲﾝﾓﾆﾀﾞ)

（２）並行運転（パララン）による品質確保
新システムの動作を確実なものにするために、新旧システムを同時並行運

転を実施し、新旧システムの出力結果が同じになるまで確認を実施。

更新対象

システム

上位システム
(生産管理)

下位制御装置
(ＰＬＣ)

設 備

プロセス入出力
装置(PI/O)

新システム

パララン
装置

上位システムとの通信はパ
ララン装置が新旧システム
と通信することで、並行運
転を実現。

入出力装置
(ｼｰｹﾝｻ)

設備からの信号はパラ
取りを実施。新旧の両シ
ステムに入力。

変換
装置パララン

装置

下位制御装置
との通信はパ
ララン装置が新
旧システムと通
信することで、
並行運転を実
現。

出力情報は新旧システムを切り替えるようにし、試運
転時に新システムに切り替えることで確認。



●パンフレットの内容は予告無く変更する場合がありますので、ご了承願います。 ●このパンフレットの制作は平成26年3月です。

お問い合わせ先はこちら

システム老朽化更新事例ー１

〒657-0846
兵庫県神戸市灘区岩屋北町4丁目5番22号
TEL 078-882-5271 FAX 078-871-3665

本パンフレットに書かれている構成、機能概要はシステム構成の例です。実際の構築はお客様との打合せにより決定していきます。

導入後の評価

実施例のシステム概要

旧システム

ハードウェア：メーカ製専用ミニコン
基本ソフト ：メーカ製専用ＯＳ
ソフト言語 ：メーカ製専用言語
ソフト規模 ：１４０キロステップ

新システム

ハードウェア：汎用サーバー機
基本ソフト ：Linux

ソフト言語 ：C言語

工期：１６ヶ月

15 16141311 1210９７ ８６５３ ４２1

事前調査 設計 製作 試験 並行運転試験
(ﾊﾟﾗﾗﾝ)

■システムの稼動状況
本番切替後、順調に稼動中。

■導入費用
新規開発費用より３０％以上のコスト低減が図れている。

■その他効果
・既設システムの要件が不明確なシステムをお客様の手をかけずに更新できて
いる。

・システム更新に併せて、既設システムの問題点、改善要望を対応し、更新に
併せて機能アップできている。

・更新時に設計ドキュメント・プログラムソースを最新化しており、管理でき
る状況になっている。

インターネットの情報もご覧ください

https://www.kobelco-em.jp/


